
　

TESTIMONY礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

通読のツボ
※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

明石和也　日名幹雄
牧尉太

主　日　礼　拝主　日　礼　拝

来週の奉仕者
（１０月１１日）

岩崎祥誉

全本みどり
辻総一郎
楢村明子
西嵜孝之
岡本享子　　　　　　
西嵜真由美
山本麻美
行司伝道師
牧三貴子
藤原友規子
楢村明子
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　コロナウィルスとAPTS の夏季休暇の関係で、4月末に帰国し
早 5か月が経とうとしています。夏季休暇であるとはいえ、授業
料を稼ぐという目的もあったので、牧先生にアルバイトを紹介し
ていただきました。フィリピンに行く前にやっていた、十字屋の
仕事かなと思っていました。
車の運転も好きですし、楽しみにもしていたのです 2週間の隔離
期間が終了し久しぶりに教会へ顔を出した際、牧先生から「どう
なの？」と聞かれ「宣教師なのかな？」と神様が自分に与えられ
た召しについてフワッと感じたことを話しました。「宣教師だった
ら、料理ぐらいできないといけないね。」という事になり、あぐり
のセントラルキッチンでの仕事をいただきました。料理は小学生
の時好きだった時期があったけど…、というレベルで一人暮らし
をしていた時もほとんど外食か弁当を買ってくるという生活だっ
たので、料理に関して未経験なのにいきなりプロの現場に入る事
に不安を感じました。
メイン業務が企業弁当の作成という事で、調理器具の洗い物や、
野菜のカットを主にさせてもらっています。周りのスタッフの方
に野菜の切り方など本当に基礎的なところから教えてもらう状態
でした。作業スピードも最初は時間がかかっていましたが、徐々
に慣れていきました。
ある日、教会で昼食の後片付けをしていた時、自分の気持ちが変
わっていた事に気づきました。それまで昼食準備や片付け等、台
所仕事を億劫に感じていましたが、それがなくなっている事に気
づきました。料理を作ることが、得意になったわけではありませ
んが、今教会で共同生活をする中でそこの部分とも向き合ってい
ます。その他にも、苦手と感じることがありますから、そことも
向き合い神様が造ってくれた本来の姿に戻りたいと思います。

ローマ人への手紙 8章 28 節
神を愛する人々、すなわち、神のご計画に従って召された人々の
ためには、神がすべてのことを働かせて益としてくださることを、
私たちは知っています。

　詩篇29～ 35　水 32金 34

「ふと気づいたこと」
コロナウィルスとAPTS の夏季休暇の関係で、4月末に帰国し

早 5か月が経とうとしています。夏季休暇であるとはいえ、授業
料を稼ぐという目的もあったので、牧先生にアルバイトを紹介し
ていただきました。フィリピンに行く前にやっていた、十字屋
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石原奈々絵

西嵜孝之

　

河島弘子

池田優香

佐々木結心郎

渡辺和香子

　　

（ ２０２０年９月２７日 ）
（要約者：行司佳世伝道師）

誕生者のお祝い

チャーチミーティング

黙示録　福澤師

　今週も詩篇 (29 篇～ 35 篇 ) を読み進めていきましょう。
33篇 5節で「新しい歌を主に向かって歌え。」とあります。
この「新しい歌」とは新しい恵みに対しては新しい賛美を捧
げるようにという勧めのようです。この詩篇の中だけでも、
多くのダビデによる賛美が記録されていますが、新しい恵み
に対して新しい賛美を造っていたのだとすると、詩篇に入り
きらなかった賛美も数多くあったのだろうと考えられます。
ここでは、主の言葉によって天が造られた事や、主がすべて
をご覧になっている事、主を恐れる者に目を注がれる事等が
この篇に盛り込まれています。24時間いつでも賛美をする事
が出来るように、賛美隊も作っていたダビデ。音楽史の中に
出てくる作曲家たちの中にも、24時間いつでも演奏してくれ
るオーケストラを持っていた作曲家は聞いたことがありませ
ん。どんな小さな恵みに対しても賛美を用いて主に感謝を捧
げていたのでしょう。新しい恵みに対して新しい賛美を作っ
て捧げる事は難しいかもしれませんが、日々神様から与えら
れる恵みを思い、その時その時新しい気持ちで賛美を捧げて
いきましょう。たとえ以前と同じ曲を賛美したとしても新た
な喜びと感動を受け取る事が出来ます。

牧　一穂　牧師
西嵜芳栄

岩崎祥誉
岡本享子
眞砂香和

　２日　曽我一裕
　　　　岡本絆
　 7 日　野上裕美子
　９日　河島弘子
１１日　石原奈々絵

　１１日　石坂美緒
    １２日　北殿雅一
　　　　　淺野省吾
　１４日　高橋未衣
　１６日　池田優香
　

１９日　横山栄子
１９日　岩崎優輝
２３日　佐々木結心郎
２５日　西嵜孝之
２６日　藤原柑奈

２７日　原田安祐美
２９日　明石和也
　　　　日名幹雄
　　　　牧尉太
３０日　渡辺和香子 　

10 月の誕生者
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辻総一郎

聖餐礼拝
スモールファミリー 

農業体験（稲刈り）

 

聖霊様と言えば、イエスさまには鳩のようにくだられ、使徒の働
きでは分かれた舌のような炎と表現されています。ですから、聖
霊様は炎のように力強い・男性的なイメージがあるかもしれませ
ん。神さまを表現する言葉も、エルシャダイは女性名詞、エロヒ
ムは男性名詞と、両方で表現されています。聖霊様は女性的な存
在で、女性名詞でも書かれています。鳩のように下られたと表現
された時の鳩は、だれかれ構わず懐くこともなく、自分の役割を
果たす賢い鳩 (pigeon) のことです。このように表現される聖霊様
は、表面上で人の良い・悪いを判断しません。そして己の好む場
所に下られます。その聖霊様が好む場所も外見上で判断しません。
私たちの心の中・内側を見ておられます。自分は、聖霊様が好む
場所になっているでしょうか。

6 節に異言や預言のことが書かれていますが、大事なのはそれで
はなく、御霊に満たされたということです。( 使徒 19:11-16) こ
こでパウロは驚くべき奇跡を行っていますが、パウロやタオルや
前掛けが素晴らしいのではありません。パウロは病気で困ってい
る人たちのために祈りました。聖霊様が働く条件は、自分のため
ではなく周囲の誰かのためにという時です。
また、13 節以降ではユダヤの祭司長スケワという人の七人の息子
たちが、『ためしに、悪霊につかれている者に向かって主イエスの
御名をとなえ、「パウロの宣べ伝えているイエスによって、おまえ
たちに命じる」と言ってみた』とあります。これに対して悪霊は「イ
エスを知っている ( ギノスコー＝経験を通して知るようになる )」
と答えました。イエスさまの十字架による完全勝利、悪魔はこれ
に完全に敗北したので恐れる程に知っていると答えました。しか
し「パウロもよく知っている ( ピスマタイ＝理解している )」と答
えています。私たちも同じです。牧師や教会を通して知っている
ピスマタイの神さまから、本当に神さまを体験して（ギノスコー）
として知らなければいけません。誰かを介した信仰は本当の信仰
ではないからです。これを体験しないと、この七人の息子たちの
ようにただやってみるだけになってしまいます。「やってみる」だ
と失敗します。一対一になってぜひこの人を探り求め体験し知り
ましょう。

そこで大切なのは、炎のような働きと鳩のような働きのバランス
が必要です。イエスキリストと神さまと聖霊の関係と自分との位
置のバランスをしっかりと保たなければいけません。人は常に最
善を見出さなければいけません。自分の言っていることが絶対に
正しいなんてありえません。ここで聖書が大事なのです。人と自
分の間にはイエスさまがいてくださいます。そしてこのイエスさ
まの見える形が聖霊様なのです。聖霊様に何が正しいのかを聞か
なければいけません。聖霊様に近いほど正しい判断ができます。
しかし、聖霊様に近づくためには自分の心のバランスが正しいの
かが条件になります。心のバランスが崩れていると生活 ( 例えば
服装の乱れ、金銭感覚のズレなど )・人生 ( 例えば相手の罪を責め
るが自分の罪は認めないなど )のバランスも崩れてきます。

22-23 節からパウロは聖霊様と一緒にいることをことごとく願っ
ていることが分かります。なぜかいうとパウロの生涯の半分は聖
霊様に全く反したものだったからです。しかし人生の後半で聖霊
様に出会ってからは自分のルールなど一切捨てて、やりたくない
ことをやり、行きたくないところへ行くという、ことごとく聖霊
様が心に促す良心に従って行ってきました。パウロは、過去の失
敗や痛みを理解しこんな自分が愛されたのだから「聖霊がどの町
でも私にはっきりとあかしされて、なわめと苦しみが私を待って
いると言われる」(23 節 ) ことが分かっていても従うことができ
たのです。そして「いま私は、あなたがたを神とその恵みのみこ
とばとにゆだねます。みことばは、あなたがたを育成し、すべて
の聖なるものとされた人々の中にあって御国を継がせることがで
きるのです (32 節 )」と、次に神さまと私たちが結びつく時が来
たのです。また33-35節では、バランスについて語られています。
生活や仕事、教会とのバランスです。イエスさまは人からも神か
らも愛されました ( ヨハネ 3:16)。私たちも同じです。また、当時
はローマ帝国の支配にあって強いものが勝って弱いものは淘汰さ
れる時代でした。現代も同じです。誰かだけ助けられる愛のない

時代になると、影響力のある人から、影響を受けて心のバランス
を失ってしまうのです。このバランスを保つ方法を教えてくれる
のが御霊なのです。「神のみこころは何か、すなわち、何が良い
ことで、神に受け入れられ、完全であるのかをわきまえ知るため
に、心の一新によって自分を変えなさい ( ローマ 12:2) とありま
すが、この善悪を示すのは鳩のように私たちのそばにいる聖霊様
の恵みです。そして、火のように私たちの罪を焼き尽くし正しい
道に導く聖霊様です。どちらも大事です。自分の考えではなく御
霊に束縛されたいですね。そして自由に動くのは聖霊様です。御
霊によっての働きかどうかは結果・実によって分かります。うま
くいかないのであれば聖霊様と共にいない可能性があります。聖
霊様はいつも共にあろうとしています。神はあなたの弱いときに
御業を表す。それは従うから！なぜ弱い時なのかというと、私た
ちが弱くないと従わないからです。自分が正しいと思い込んでい
る時は聖霊様の声を聞きません。ですから御霊に縛られていきま
しょう。次に自分自身と群全体に気を配る！ ( 使徒 20:25-31) 私
たちの教会は万民祭祀です。ですからみんなが、それぞれに与え
られた群れの監督です (28 節 )。そして一番大事なのは自分自身
を監督することです。人のことばかり監督しても自分のことばか
り監督してもバランスを欠いているのでよくありません。両方を
外側から内側の隅々にまで気を配って監督するのです。その理由
は教会を荒らしまわる狼のようなものが教会に入り込むからで
す。聖書に書かれています (29-30 節 )。狼は隠れて気づかれない
ように近づいてきます。あたかも仲間のように近づいてきます。
これは狼のやることです。これを見分けて監督するために聖霊様
が必要です。人の言うことを聞いていたのでは間違います。これ
は自分を監督していることが前提です。そうすれば私たちの家族
を守ることができます。末永く祝福されます。ですから聖霊様と
の交わりの時間をしっかり持ちましょう。さらに悪に立ち向かう
ために目を覚ましていましょう。悪魔は巧妙で悪賢いですから自
分の判断で行動すると負けます。ですから聖霊様との距離を縮め
て立ち向かわなければ勝てません。

( エペソ 4:2-7) ここに「御霊の一致を熱心に保ちなさい」とあり
ます。すなわち御霊がないと一致できません。自分がうまくいか
ない理由は御霊がないからです。そして御霊は私たちに自由に働
きます。しかし、私たちの心が①自己中心である②憎しみや歴史・
過去のことを思っている、と御霊は近づけません。これは御霊を
悲しませることになります。もう一つ「御霊をけしてはなりませ
ん (Ⅰテサロニケ 5:19)」とあります。御霊を消す方法は神の働
きに水をかけることです。自分の経験や思いでだれかが行おうと
していることを否定したり決めつけたり判断する行為は、神の働
きに水をかけ御霊を消しているのです。聖霊の働きには「パラク
レートス」と「プニュマハギオ」の別々の働きがあります。御霊
は女性的だといいました。そしていつでもどこででも働くわけで
はないといいました。しかしもう一つの御霊がいて、イエスキリ
ストを信じた瞬間から私たちと一緒にいる御霊です。別々の御霊
ではありません。これは内住の御霊と現れの御霊です。イエスキ
リストを信じた時に内住の御霊が住みますが、聖霊のバプテスマ
を受けて内側は満たされる時に、外側にそれが溢れ出ます。その
溢れ流れた御霊は、御霊の好みで働くのです。聖霊様の好まれる
決断をしましょう。( エペソ 4:26-32)26-29 に書かれていること
をするなという理由は、聖霊を悲しませるからです。そして、私
たちには贖いの日のために、聖霊によって証印を押されているの
です。聖霊を悲しませると、聖霊の炎である自分の周りで働いて
栄光を現す方が働けない・力が現わせないのです。

無慈悲、憤り、怒り、叫び、そしりなどを、いっさいの悪意とともに、
みな捨て去り、 お互いに親切にし、心の優しい人となり、神がキ
リストにおいてあなたがたを赦してくださったように、互いに赦
し合いなさいと書かれています。( エペソ 4:31-32) これはパウロ
の遺言です。この後パウロはエルサレムに向かいます。そして投
獄され長い間そこで人々を励まして最後は殉教します。彼の遺言
が今日私たちに届いています。私たちは今までのように感情的・
自己中心になり御霊を悲しませ、自分の経験や思いでだれかが行
おうとしていることを否定して御霊を消すのでしょうか。今日そ
れをやめる日が来ました。死に至るまで神に忠実に聴き従う者に
なりたいと思います。

「聖霊様と共に！！悲しませないで」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使徒の働き２０章 (１９章 )

　　　

御霊を悲しませない・消さない

炎と鳩

聖霊様のイメージ

パウロの遺言

聖霊の働き・聖霊との関係

パウロとの別れ　神の道＝御霊に従う道
使徒20:18-24、32-38
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横山栄子　岩崎優輝

藤原柑奈

石坂美緒


